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法 津
信：手ft第171，号 一般職の職員の給与に関する法律の一部
を改正する法律 31. 12・14官報
法律第175号 教育公務員特例法及び教育公務員特例法
節32条の規定の適用を叉’ける公立学校職員等につい
て学校看護婦としての在職を準教育職員としての在
職とみなすことに関する法律の一部を改正する法律
31.12.18'i�報
法律第 176号 一般職の職員の給与に関する法律の一部
を改正する法律
法律第 177号 旧軍人等の遺族に対する恩給等の特例に
関する法律 31.12.20官報
政 令
政令第364号 政府職員の特殊勤務手当に関する政令の
一部を改正する政令 31.12 .28官級
政令第 366号 旧軍人等の遺族に対する思給等の特例に
関する法律挺行令 31. 12. 29官報
省 令
報 昭和 32年3月1日
文部省令第31号 各種学校規程 31.12. 5官報
文部省令第32号 幼稚園設置基準 31.12.13官報
文部省令第33号 高等学校通信教育規程 31.12. 18官報
外務省令第10号 旅券の申請様式に関する省令の一部を
改める省令 31.12 . 21官報
大蔵省令第85号物品管理法施行規則
大蔵省令第8
6
号 債権管理事務取扱規則 31.12.29官報
文部省令第1号 学校基本調査規則の一部を改正する省
令 32. 2.18官報
規 興リ
人事院 9 -17 俸給の特別調整額の一部を改正する規則
31. l 1. 29官報
富山大学
十
号
人事院2-6 人事統計報告の一部を改正する規則
31.12.24官報
会計検査院第1 号 会計検査院懲戒処分要求及び検定規
則の一部を改正する規則 32. 1. 8官報
告 示
公正取引委第5号 教科書業における特定の不公正な取
引方法を指定する件 31.12.20官報
日本学術会議第7号 日本学術会議会員が苑去したので、
次点者をもって補充したことを告示 31.12.21官報
文部省第91号 昭和32年度科学研究費交付金等の研究計
画調査の提出期限等を定める件 31. 12・5官報
文部省郵政省第1号 郵政省設置法に基いて発射する楳
準電波の周波数及び通報する標準II寺の修正値を決定
し公表する件 31.12. 26官報
文部省第4号通信教育用学習図書として検定を与える
図書を告示する件 32. 1.17官報
文部省第8 号 教科用図書検定基準の一部を改正する件
32. 1. 301主’報
文部省第 9 号教育用楽器基準を定める件
32. 1.31＇§報
文部省第10号 昭和33年度科学研究饗交付金等の提出期
！浪を定める件の一部を改正する件 32. 2. 1官報
訓 令
文部省令第1号
する訓令
官庁報告
官庁事項
人事院公示第1号 昭和28年人事院指令9 -72に定める
人事院の権限及び所掌事務の一部の委任に関し扶1定
学校基本調査笑施要領等の一部を改正
32. 2. 18官報
した件
国家試験
昭和31年度学芸員試験認定合格者及び無試験認定合格者
（文部省告示第11号〉 32. 2. 2官報
昭初31年度6級職国家公務員特別採用試験公告
32. 2. 5官報
昭和31年度航空工場検査員国家試験を行う場所及び日
32. z. 2官報
( 1 ) 
学時等 〈通商産業省告示第37号3 32・2. 7官報
外務書記採用試験公告 32.7..16官報
昭和31年度初級国家公務員採用資裕試験合情者
32. 2.20官報
司法試験〈司法試験管理委員会委員長〉
第13回薬剤師国家試験の施行L厚生省〉
第 10 号
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｜ 異 動 内 容 ｜
｜講師（富山大学工学部〉 に併任する ！ 任期は昭和32年3月15日までとする ｜ 昭和31.1o.161詰師（富山大学工学部〉に併任する I 任 期は昭和31年17月24日までとする ｜｜時t議事宗主諸問f;/.7rJx0-t-o ｜昭和31.11・5
｜講師（富山大鞍車内〉 け任する ｜昭和31.11. 7 任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
｜ 富 山大学補導協議会委員を免ずる ｜昭和31.11.15
｜富山大学補導協議会委員を命ずる ｜ 昭和31.11.16 任期は昭和32年7月31日までとする ｜ 
｜休職の期間を昭和問5月5日まで更新する｜
｜辞職を承任する ｜昭和31.11. 30 
1富山大学教授L教育学部〉に昇任させる i昭和31.12. 1 
｜富山大学助教授〈工学部〉に併任する任期は昭和32年3月31白までとする
｜ 講師（富山大学女理学部〉 に採用する ｜ 任期は昭和32年3月31日までとする ｜ i 傭人〈工学部 工務員〉に採用する ｜ 
｜療養の期聞を昭和昨6月4日まで更新する｜昭和31.12. 5 1 詩師t富山大学文理学部〉に慨する ｜ 昭和31.12.10任期は昭和32年3月30日まで2こする I 
｜療養より復帰させる ｜昭和31.12.16
｜富山商船高等学校に出向させる ｜ 
｜富山大学（文理学部〉に転任させる i 
｜教育学部厚生補導係長に昇任させる ｜ 
｜庶務課に配置換する ｜ 
｜文部教官（富山大学助手工学部〉に昇任さ｜
せる
｜ 臨時筆生 （ 工学部 〕に採用 する ｜昭和31.12.20任期は昭和32年3月初日までとする ｜ 
I�職の期聞を昭和問6 月mまで更新す｜昭和31.12.28
1 辞職を承認する ｜昭和31.12. 31 
1 庁 ｜
｜富山大学講師（経済学部〉に昇任させる l昭和32. 1. 1 
｜ 国抑員締第79条職にする休職の期聞は昭和32年12月31日までとする
｜ 傭人〈文理学部警務 員〉 に採用する ｜ 
｜療養を命ずる ｜昭和32. 1. 4 療養の期間伐昭和32年7月3臼までとする ！ 
｜ 講師 L 富山大学文理学部〉 に採用する ｜ 昭和32. 1.10 任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
｜附属図書館薬学部分館に配置換する ｜昭和32. 1.1 lJ 
｜附属図書館教育学部分館に配置換する ｜ 
32. 2.21官報
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｜深川修吉｜器保高記主主拐1（����1��-3－る
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国施第10号昭和32年2月18日
文部事務次官 稲田清助 聞
春の全国火災予防運動について（通知）
きたる2月 28日から 3月13日までの 2週間，春の全国火
災予防運動が実施されます。これは国家消防本部の主催に
よって，別紙要綱のように行われますから，この 週間中は
教育関係者も各地の火災予防運動に稲極的に御協力下さる
ようお願いします。
また． 貴関係の下部組織に対しでもこの運動の趣旨を徹
底させ．同時にこれに関連する適当な事業を実施するよう
御連絡下さし、。
なお，とれからの数か月は，風が強く，線、度も低いの で
大火災がおきやすい季節でありますから特に街］注意を願し、
f.：.＼，、と思います。
春の全国火災予防運動実随要綱
1.目的
大火季節にのぞみ．国民に対し建築物．車両その他の
火災に対する予防．消火，避難等の措置をより一層徹底させるとともに，とれから頻発する大火を絶滅するため
市，町．村消防の警防力を強化して，その住民の安全と
福祉の増進を図るこ とを目的とする。
2. 実施期間 昭荊l32年2月28日から3月13日まで
3.実施区域全 国
4. 実施事項
(1) 中央で実施するもの
付）ラジオ放送
日本放送協会及び民間放送の協力を求め本運動の事
前報道，運動期間中における特別放送等を依頼する
（ロ）新開発表
具体的な資料を提供して本運動への協力を求める。
付各官庁，団体等に対する協力方依頼及び消火，避
難訓練特に退庁（社J後における火災通報，消火の
訓練実施の勧しよう。
宮山大
が品4弓ー
十
号
伺別に企画するところにより消防功労者（団体〉
少年消防クラブの表彰。
（ホ）火災予防宣伝用紙芝居「あやしい光」の配布。
(2）地方庁において行うを適当とするもの
付）ラジオ放送及び新聞発表
（ロ）巡回防火映閥会の開催その他立看板．横断幕，懸
すし、幕による宣伝
付優良少年消防クラブ等の表彰
同車両火災予防の普及
附地方庁自体の消火，避難訓練，特に退庁後におけ
る通報．消火訓練の実施な らびに地域内官公庁その
他諸国体への自主訓練実施の勧しよう
（へ）消防の歌の普及
（ト）その他地方の実情によって工夫したもの
(3) 市町村L消防本部，消防団〉
μ） ラジオ，新聞等の利用
（ロ）火災予防の主要性を強調すると ともに消防自治の
精神を認識さe，消防への理解金深くさせるための
防火座談会，公聴会，詩演会等の開催
付火災予防思想普及のための少年消防クラブ，防火
団体等の活用
伺映画会，移動展その他紙芝居等の利用
（ホ） 各檀印刷物其他立看板，張幕．懸すい幕等の利用
（へ）別に定める要領による車両火災予防運動の実施
（ト）消防危険区域防禦計画の再検討，特に当該区域内
住民に対する火災予防，消火，避難方法等の周知
（升学校．工場その他大建築物の消防，防禦計画の再
検討並ぴにそ れ らの消防訓練 ，指導
（リ）その他市町村の実情に応じて工夫したもの
”・，J、，・，，，．内、・‘”・’『．．・ ’・F，，ρ・、d・川内』い・，，，、
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第13回薬剤師国家試験学説試験の
場所友期日等について
厚生省はこのほど第13回薬剤師国家試験学説試験の場所
c 3 ) 
第 1 0 号
期日 及び受験願書提出期間等を左の如く公示した。
1. 試験場所
仙台市北4 番丁85番地 東北大学医学部
東京都千代田区神田駿河台1丁目8番地
日本大学工学部
富山市奥田5 番地 富山大学薬学部
岐阜市九重町3丁目8 番地 岐阜薬科大学
豊中市柴原32番地 大阪大 学北 校
熊本市大江町九品寺78番地 熊本大学薬学部
2. 試験期日 昭和32年4 月 3 日 〈水曜日〉
3. 出願に関する書類
出願にあたっては．薬事法施行規則〈昭和23年厚生省
第37号〉第 5 条に規定する受験願書及び同条に掲げる
履歴書， 当該学校長の卒業証明書〈外国において薬剤
師免許を得た者については， その旨を証する書面〉写
真〈出身校に用意してある厚生省制定の写真台紙に脱
帽半身像で ． 出願前6ヶ月以内に撮影したものをちょ
う付すること。〉並びに出願者のあて先を記入し， か
っ. 35円の郵券をちょう付した封筒を添えて提出する
」左。
なお， 受験願書には， 住所 及び氏名にふりがなをつけ
ること。
4. 出願に関する書類の提出期間及び提出場所
(1) 出願に関する書類は，昭和32年3月11日〈月曜日〉
から同月20日〈水曜日〕まで の聞に到着するように
厚生省薬務局薬剤師国家試験係L東京都千代田区霞
ヶ関2丁目1 番地〉へ提出すること。
(2) 出願に 関する書 類 を直接持参 する場合 の受 付時間
は， 右の期間中毎日（日曜日を除く。〉 午前9時か
ら午後5時（土曜日は正午〉までで あること。
願書提出期間後は． 受験希望地の変更を認めないか
ら注意すること。
なお， 願書提出後住所地く連絡先〉又は氏名を変更
した者は． その旨を直ちに薬剤師国家試験係に通知
すること。
5. 受験手数料の納入方法
受験手数料500円は， 必ず500円の額に相当する牧入
印紙 を受験願書にちょう付して納入すること。
6. 受験票の受領等
受験票は， 受験願書受理通知書と同封して出願者あて
に 送付 するから， 昭 和32年3月2 6日〈火 曜 日 〉まで に
受験票が到着しない場合は薬剤師国家試験係あて問い
合わせること。
7. 合絡者の発表
試験合格者の発表は． 昭和 32年5月25日（土曜日〉附
官報に登載して行うとともに． 同日厚生省、薬務局薬剤
師国家試験係に掲示 して行う こ と。
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学内規程
富山大学教員の停年に関する規程
の制定について
富山大学教員の停年に関する規程については， 早くから
制定されるよう望まれており， 各学部教授会で は． それぞ
れ原案をもっていたが． 漸く本年に入り， 2月1 日の学部
長会議で 検討し. 2月8 日の評議会において協議の結果次
のとおり当規程を承認した。
富山大学教員の停年に関する規程
第1条 教育公務員特例法第8条第2項に基き本学の教授
助教授及び講師く以下教員という〉に停年を設け， 満
65才とする。
第2条 教員は， 停年に達した日の属する学年末に退職す
るものとする。
第 3条 停年で退職する者は， 退職の2ヶ月前に辞職願を
提出するものとする。
第4条 この規程の改正は． 評議会において3分の2以上
の同意を必要とする。
附 則
1. この規程は， 昭和32年3 月 31 日 から施 行する。
2. 昭和31年度において満65才に達している者は． 昭和33
年3月31日迄退職を延期することがで きる。
昭和 32年度において満65才に達する 者は昭和 34年 3月
3 1日迄退職を延期 することがで きる。
富山大学教員資格基準改正
富山大学教員資格基準を次のとおり改正する。
前文中「 且つ次の資格を有するもののうちから選考す
る」を「且つ大学設置基準（文部省令第28号昭和31年10月
22日制定〕第4章教員の資格に定める基準によるものとす
る。」と改める。
第 1項以下全項を削除する。
末尾に次の事項を加える。
附 則
本基準 は， 昭和31年12月 10日 から実路 する。
工学部規程中一部改 正
工学部規程の一部を次のとおり改正する。
別表中， 機械工学科の専攻科目の材料力学第一「3 単
位」を「5 単位」に， 材料力学第二「2単位一｜：を「5単位」
に ， 機 械 力学 「 4単位j を 「5単位j に ， 構造 力 学「 2単
位」 を「 3単位Jに ， 「機械設計第一」を「機械設計法J
に ， 工業熱力学「2単位」を「4単位」に． 蒸汽原動機「
6単位」を「4単位Jに， 流体力学「2単位jを「3単位」
に「流体機械第一4単位」を「流体機械3単位」に．機械工
学実験実習「7単位Jを「6単位」に． 卒業論文「8単位J
c 4 ) 
報富
昭和 3 2年 3 月 1 日
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備 考 機械工学特論の単位数は必要に応じて定める。
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第一中等教育科
第一初等教育科
第二初等教育科
小 計
経済 ｜経 済 学 科｜
学部 ｜ 小 計 ！
？ 学 科l小 計
電 気工学 科
工 業 化学料
金属工 学科
機 械工 学科
小 計
678 
678 
教育学部
薬学部
部局情報
昭和32年度富山大学入学志願者一覧
〈昭和 3 2年3月 2 日締切現在〉
相布率l韓協l定
科
科
計
科
学
学
戸＂＂＇弓与学部｜
文
理
文理学部
を「10単位Jに． 関連科目の「応用 物理Jを「応用物理
学」に． 冶金機械「2単位」を「1単位」に， 「工 場管理
及び経営2単位」を「生産管理及び経営4単位」とし， 専
攻科目の「構造力学3単位」の次に「塑性学4単位」を，「工
学熱力学4単位」の次に「伝熱工学2単位」「蒸汽権2単位j
を， 「流体力学 3 単位」 の次に 「水力機械6単位」を， 「精
密加工2単位jの次に「塑性加工4単位J . 「材料試験法
2単位」． 「車輔工 学 1単位」，「荷役 機械2単位J ，「圧
縮 機 械1 単位 J ， 「暖房冷房 1 単位」 ， 「 機械工学特論」
を加え． 関連科目の「応用数学2単位」の次に「応用数 学
特論1単位Jを加え，専攻科目の「工作 機 械4単位」を「
精密加工2単位Jの先に． 関連科目の「冶金 機械1単位J
を「紡織機械1単位Jの先に，「化学工学4単位Jを 「自動
制御2単位Jの先に置き， 専攻科目の「 機械設計第二4単
位J . 「材料試験法2 単位」 . i－機械工作法第 二 4単位J， 関
連科目の「応用力学演習0.5単位J .r鉄道車輔1単位J，「荷
役機械2単位J . 「 圧縮 機械2 単位」，「暖房冷凍 1 単位 J r 
流体 機械第三3 単位J，「品盾管理2単位J，「金相学2単
位J .「鉄鋼材料5単位」．「非鉄金属材料3単位Jを削る。
末尾に， 備考． 機械工学特論の単位数は必要に応じて定
める。を加える。
付則の次に次の付則を加える。
本規程は． 昭和 31 年10月 1 日 から施行する。
計
工
学
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吉日
単位数
5 
注．5 4 
日本薬学会賞（奨闘賞） 授与
日本薬学会は下記に対し昭和31年11月30日における役員
会において昭和32年度日本薬学会賞（奨励賞〉を授与する
こ2こに決定した。
助教授 薬学博士
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部局冬季レクリエーシヨン便り
行 事
麻雀大会〈銀嶺荘〉
囲碁， 将棋大会〈庁〉
ノミ ト ミントン大会く教育 学部〉
創作作品発表会
囲碁 ，将棋大会
麻雀大会
うたがるた，麻雀大会
囲碁． 将棋， パトミシトシ
卓球大会
雄
クマリシ誘導体の研究
日青
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実施月日
32. 2. 2 
32. 2. 3 
32. 1～2 
32. 2.23 
32. 1.12 
32. 1. 19 
32. 1.19 
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部局名
総 合
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II 
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本
2 
2 
2 
8 
2 
10 
2 
2 
材料力学 第二
機 械 力 学
塑 性 学
精密機械設計法
伝 熱 工 学
蒸汽原動 機
水 力 学
水 力 機 械
工 業 計 測
機 械工 作法
精 密 加 工
材 料 試験法
荷 役 機 械
暖 房 冷 房
機械工学設計製図
卒 業 論 文
機械工学科 〈改正〉
学 科 目 単位数
専攻科目
材料カ 学 第一
機 構 学
構 造 力 学
機 械 設 計法
工業熱力学
蒸 汽 権
内 燃 機 関
流 体 力 学
流 体 機 械
精密測定及び計測機器
工 作 機 械
塑 性 加 工
車 輔 工 学
圧 縮 機 械
機誠工 学特論
機械工 学実験実習
関連科目
応 用物理学
応 用 数学特論
冶 金 機 械
化 学 工 学
生産管理及経営
日科戸叫すー
5 
3 
3 
4 
2 
3 
3 
4 
3 
4 
応 用 数 学
工 業 力 学
紡 織 機 械
自 動 制 御
電気工学概論
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5 
4 
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冬期剣岳早月尾根登馨
本隊隊長松浦久和以下10名， O B2 名は. 1？.月23日，J::
市より折戸峠を越え，途中伊折中学に 1泊し． 翌24日に当
登山の基地である 早月川の上流のパシパ島小屋に，又後発
隊の 4 名は，27日に入った。 今度の登山の主目的は，早月
尾根の 3箇所にキヤシプを逐次設け，第 3キヤγプより登
頂するとし、う極地法登山と冬期技術の訓練とにあった。
全体をキヤジプの設営隊と．総重量120貫の荷物を各キャ
シプに運ぶ荷上隊とに分けて， 能率の向上 を図ったが，設
営隊と 荷上隊のチームワ クと努力で，25日 第 1キヤジプ
を 1400米に，27日第2キヤジプを1900米に，又最後の第3キ
ヤシプ を 2700米に設けて，登頂体制が完了した。
明けて30日，第1次登頂隊2名は，餌岳頂上に．手＼））の足跡、
を残して帰った。続いて第2次登頂隊4名は，1月1日 ， 未明
第 3キャンプ を出発し，雪煙と苦闘しながら，頂 上に 立ち
ここに第1次と第2次の2回の登頂に成功を修めた。2日より
テントの徹牧をやり，5日に は2週間の合宿を終えて， 富山
へ帰った。
僧ケ岳遭難捜索
昭和32年2月13日，魚津高校O Bの大村，藤田両君の僧ケ
岳(1800米〉にて遭難を新聞で知り． 直ちに捜索隊を編成
した。 当山岳部は， 該岳の1200米にテシトを張り， 頂上附
近を捜索する予定で、準備を進めた。
2月14日 ，捜索隊P←ダー松浦久和以下5名と荷上隊長瀬
菊雄以下4 名の計11名の部員は，顔も知らない岳友を捜索
に富山を出発， 宇奈月を経て，1200米に前進，ここに基地
を作り直ちに荷上隊は下山した。
15日 晴 捜索隊は勇躍テジト を出発. 1500米にて標識
の赤布とクラストした所に輪カシの跡を発見したが，ヘリ
コプターと地上の捜索とハシドトーキーの立体捜索も空し
く遭難者は発見されず，我々は1700米 を 最高到達点として
引返した。 明朝より ，もっ と早く出発する予定だったが，
本邦では最悪の気象である僧ケ岳の猛風雪にあ い，16. 17 
日 は捜索できず下山したが，民警における遭難者捜索は諸
事情によりこれで一応打切 りとなり ，今後 は 3月の雪溶け
まで待つことになった。 く富大山岳部提供〉
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職 員 消 息
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採 用
部局 職名 氏 名
工 工務員 稲垣日 出男
報 昭和32年3月1 日
文 警務員 佐藤 恵作
工 指実験導実員習 間島
工 雇 高畑 謙治
住所変更
文 文事務
部官若林 峯次
教 助教授 沢泉 重夫
// 助教授 深井 三郎
...『回、町’H，、.......同，...’...， .....、＿.. ，，‘圏、J’...，，.. ρ‘.. 
主 要 日 誌
....・...戸、....・......... 、‘.....・h、．、‘、..... ... 、...・.＿，..， ...、J‘・．
1 2. 5 財団法人日本学生奉仕団より惇災援護物資の
配給を受け魚津市擢災学生に配分
12. 7 県下高等学校との連絡協議会
12. 8 事務協議会
12.10 第5回評議会
12. 11 一般教育委員会
12. 15 科学教育研究室修了式
12.18 体育部会
12.23 l 
1. 5J 富大山岳部冬山翻登頂
1. 17 日本育英会奨学生第2次（1年次〉新規採用に
対し奨学生手帳交付
1.25 事務協議会
2. 1 学部長会議
補導協議会
学生就職対策県本部幹事ムヱロ同会議富山大学職業補導坦当者五
職員麻雀大会 〈銀嶺荘〉
職員囲碁， 将棋大会（ 庁 〉
琉球学生受入について来学中の本省大学課森
係長を囲み大学設置基準其の他についての座
談会
2. 8 第6回評議会
2. 16 補導協議会
// 
，， 
2. 7. 
2. 3 
2. 7 
庁 昭和32年度入学試験願書受付開始
2.23 職員ノミトミシトシ大会〈教育学部休育舘〉
く6 ) 
